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タイにおける国際開発融資
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戦後，アジアのほとんどの国が経済開発計画を立案し，

工業化を推進しているが，国内の工業化を進めるに十分

な淡本財を翰入する資金を国内の経済余剰に求めること

が困難であることから，開発賓金の一部を外困や国際的

な開発機関にたよろうとする頻向がある。しかし，この

ような外国賓金への依存は，もし，それが生産的に使月l
されないときは，むしろ経祈の自立的発｝jQを阻宙する楊

合がしばしばあった。

アメリカはすでにドル防tltiiiil題とからんで対外援lリ）の

検討を始めてお I)' 対外援助の削i戌や， Jr(l与から借款ヘ

の切り換えという例的変換も行なおうとしている。一方

それと対応して扱助受入国の側でも被援助経済の功罪を

評価して，なんとか自立経済の道を迷成しようとする動

きが見られる。

ここに紹介する演将は，こうした対外援助の再検討と

いう気運に答えて，コロンビア大学の法学部で公共国際

l}り発枇資に関する濶査 4 カ年iil•画の一部として計贖ii され

たシリーズの No.4にあたるものである。この調査の目

的は「低開発固や低淵発地城の経祈発）iしに果たす公共国

際開発撤演の制庶的な側ifiiに直点を骰き，その融資にか

かわる諸制度の機能と相互関係に力を注ぎ」，援助の成

功と失敗の原因を明らかにして，それに代わる援助の可

能性を考え，最も効果的な制庶を考えようとしたもので

ある。

すでに，東アフリカ（ケニア，タンガニーカ， ウガン

ダ）とトルコに関するI司種の報告術と，主要l憎与国にお

ける方法と政策に関する報告科 (ARcport on the M¢ 

thods and Policies of PrinciJ,al ~011or Countries in 

Pi(blic lIItcrII(Itiollal Develo/99IICIIt •FiII9UICiIIg) が公刊

されている。また， この報告；1料と平行して，中央アメリ

カ（ガテマラ，エルサルバドル，ホンデュラス，ニカラ

グァ，コスクリカ），チリ，コロンビア，ィンド，イスラ

エル，セネガルに1関する調．杏が進められておl)，今後さ

らに，ギリシャ，スーダンも予定されている。

|i,ij大学では以I‘lij，先進I乱と後進l国の企梁提携の形能と

|lil題を取リ扱った調査プロジェクトを JoiJItI"tcrJI(lti・

onal Business Venture (Friedman and Kolmanoff Co-

lumbia University Press, 1961)としてまとめてお I)'

今回のプロジェクトはそれに次ぐものである。

本術は全体は7箔からなり，第 1章は「政治的・経済

的背批」を説明し，第2沿tの「経済計画と開発機携1」で

は，戦後の経済計両の歴史と計画立案の諸制炭の機梢を

説IVJし， IJH死計画の節ll.. iな紹介をしたあと，今後の上業化

を推進する上で注目されるタイ工業金榊会社 (Indust~ial

Finance Corporalion of Thailand)の機構と政策と業納

についてやや詳しく説明している。第3:i'位「外国援助の

濶在」，では，タイにおける語外国の援JJ}）を国別，機関

別，扱l1）)の種類別に網羅している。第4窪，第5ti1は，
外国援助の公共部1町におけるケース・スタディを巡翰と

屯力について行ない，第63祐では，民間部門におけるケ

ースとして，家帝取引協同組合(TheLivestock Trading 

Co-operative)を取り上げている。そして第73裕では結

論が述べられている。

扱助供1i•国を網羅し，扱助の末端部における使われ方

を調査するという；絃欲的な取リ糾み方がなされている

が，援助没金の額やプロジェクトの説明に終わり，最初

に意図した目的は必ずしも迷成されていない。しかし，

外国扱助の受け入れは国によってそれぞれ屎なり，なお

かつ複雑な形をとりなかなか理解しがたい面も多いの

で，ここに紹介して参考に没したいと思う。なお，紙而

の関係上， 3章の援ll）)の概観と 5章の電力に関するケー

ス・スタディと 7卒の結論しか紹介することができな

い。

II 援助の現状

1. 援1lカ総額

広淡の外国援ll)Jという場合は，軍事援ll)Jはいうまでも

なく供給者のクレジットも含むが，本芯では軍事援ll}Jに

ついては若干の数字をあげるにとどまり，後者について
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はまった＜彩砒されていない。また，重点は技術位1リJよ

りも金融上の扱助に1荏かれている。

戦後から1962年半ばまでにクイに与えられた扱叫は，

軍ilf扱!J)Jを含めて 9i意2600万ドルである。このうち，賠

与は全体の約4分(/)3で7低ドルであり，軍事扱ll)Jの4

低2100万ドルを差し引いても， l11；り与が借放を上161ってい

る。なお，このIt糾与は92％がアメリカによるものである

から，今後，アメリカが贈与から借款という政策を進め

れば，クイの受け取る外1乱援助の構成は大きく変化する

ことが予想される。なお，詳細は第 1表に掲げた。

2. アメリカ援助

(1) 推移と種類ーーアメリカは第 1弘とから見られるよ

うに， 1946年以来，約7低5000万ドルに近い援助を与え

てきた。このうち 3（意2700万ドルが経祈・技術援lリ）で，

“意2100万ドルが軍事援助であった。

1946~48年にアメリカは戦後の復典没金として 6007i

ドルの贈与を行なった。 1950年にクイ・アメリカの経済

技術扱助協定が結ばれたが， 1951~54会計年炭まではア

メリカ人技師の役務，アメリカでのクイ技術者illI純，実

験股楊や乱Ilk,東計画への設餅i供与といった技術援助と若干

の地方での鉄道・ i！召速道路・池力等の投毀計画への商品

援JJ）)が行なわれたにすぎなかった。しかし， 1955年にラ
オスとベトナムの共瓶主義者の勢力が強まると，技術援

第 1表 クイに対する外叫類 (1946~62年） （1） 

(l)t (!°!.: 100万ドル）

哨 I与 •G97.16: 1/1''汰認．8

・ア］］力CAI]）および'liil機iil)（2)|2固｝訊iiー●●●●ー。扇ぃ
アメリカ（叩lt防衛援ll)Jii|・画） i413.2 iアメリカ 75.o 
1対述岱月IJ),し金 (3) 4.9 I！り 1•• イツ 25.0
阻述技術援 JJJJ ?.F (4) i 7.5 l I 
UNICEF : 3.8. 

は •ノドマイー ； ； ！：舟：コロソボ iI• iili , I 
ォース l・ラリア ，3.3 

ダ(3)

H 
カ ナ 1 0.29• I 

本 1°.93:ー：二三二］ラーン；］：：・ 1・丸喜I•一 0ーーー！一•-
総 額 925.96 

•一•--. --.. --・・-・----•一•----·・・-'---・・ 
Ctl:) (1) 1962年6月まで。
(2) 約800万ドル(/)軍叫砂jJを含む。

(3) 地域援U)J(/）割当を除く。 • 
(-1) 1950年7月1日～1962年(/)拡大技術援ll）J

1|・i!iiと， 1959~ol年のたいして軍要でない

定JUI;i|・iItii。
(5) 1961年6月301」まで。
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lリJに加えて経済援助森金が荘入され扱JJ)J計画はかなり拡

大した。アメリカの援助支出には，デモンストレーショ

ンや乱11紺蹄動のための技術協力沢金 (tcclmicalcoopcra-

tion funds)と，主として貸本投下のfr!・梱iのために川い
られる経済援助夜金(economicnicl funds)の間に，はっ

きりした区別がされているが，これらの二つの究金はク

イでは統合された一つのi|•illiiの各部分に用いられるとい

う点では統一される。

l陪与や{It}｝次の形での経済援助の拡大計画は最近まで続

いているが，最近の旅会での発表は，アメリカは1962年

6月30f.lで支持扱助をやめ， これらのl爵りを長翡l借款に

inき換えることを明らかにしている(t.l:1)。

何年もの間，アメリカは外I卦援助沢金(I)支出に関して

いくつかの稲類に拡げてきた。蚊近まで，それらは，技

術協力 (technicalcoopcrntion)，防衛支持 (defencesu・

pport)，特別援助 (specialassistance)，直接iIiili・・ブJ支持

(clirecl mililary forces supporl)，地域援助(regionalassi-

stance)であった。しかし， 1961年の対外援助法(Foreign

Assistance Act Hl61)によって，これらの範咄はわずか

に変わり， I開発贈与 (clevclopmcntgrants)，支持援助

(supporting assistance)，開発借款(developmentloan), 

地域援助となった。技術協力とll0発贈与はl覗1類で，技術

上の協力と開発のような手段によって人的能力のl開発を

扱lリ）し経済発l設を促進することを H(lりとしている。支持

援1l）)は以前の防術支持と特別援助に約しい。この援助は
経済的・政治的安定を支持．9足進するために与えられ，
通常． l!¥1l与が行なわれる。これは第一義的には経済l開発

の性格を持たない支／11をまかなうものであるが，特に軍

事力を維持強化したり，アメリカの軍事）＆地の保持やI卦

内の治安を維持するに必要な非軍事援助の支/.I.Iは含んで

いる。地域援助は lI卦以上が関係している援助で，ベト

ナム，ラオス，タイを含む俎気通信計画がその例である。

アメリカのタイに対する種類別援助を1951年後につい

てみれば第2表のようになる。

このように 7低4810万ドルの援助箕金のうち 6低7310

万ドルが1憧‘与， 7500万ドルが借款供与である．o

(2) 支途と援助機I炭I一ー経済の目的のためのJ！怜与の40

％以上が迎輸に用いられ，各10％が保健衛生，鉱工業，｝投

業および天然汽源の各分野に，各5％が教脊と一般行政

の各分野に用いられた。タイに対する借款はすでに述べ

たように開発借款某金(D.L.F)，ワシントン翰銀(EXIM

I3ank), PL 480, 防衛支持{It款 (DefenceSupport Lonn), 

アジアIM.l硲基金等から与えられているが，総額7低5000
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万ドルのうち 4低4000万ドルが池力に月lいらられてい

る。詳細は第3表に要約した。

{3) 要約—以上のようにアメリカの援助は 1951年以

来，受入l団に非常に有利な条件で毎年増加している。そ

れは経済，技術，軍事援助として， またl\rµ.i• と札怜次の袖i

者の形をとっている。この際，クイがラオス，カンボジ

アに憐接しているということと， SEATOを完全に支持

していることが尖例(lりに経済援ll)Jを増加させる原因とな

第 2表 クイに対するアメリカ按JI)] （tr国別および年l的JIl)（1) （Ilt()t: 1000ドル）I—·—----------·—• • -．．．．..．..．．．-．．．-• • • • ------• __ ＿ ＿ -—'jili·--·...一 ・・・・・ ▲ 

Jh"I .!j• ヽ・地 城 (5) ；． 

．介；iI・アメリカ会；iI• i|渡|．．． ．＿．...．ー・・ •....---・ •—•• 9 - --• ●●:::.... イ/\'~火 (;1) ．．．．•一-.

1 技術協力 支持援ulJ. 5l[ ・:l!： （2) I!¥Y1 ．炉． 1／1: ；次；
•-;--- ---•一ー・•----•1 .:...．-- ． -

I 6,000 1 9 5 1以前iw I 6,000 
1951 I 7,174.3 ・ 7,174.3 
l 9 5 2 I 6,012.2 I : i 1,340 ; 7,352.2 
1 9 s 3 I 5,903.8 ! ・ ! 5,903.8 
1 9 s 4 I s;o6B.6 I 3,549.1 : i ! x,617.7 

1955 I 3,786.1 I 28,091.4 I 7,893.1 : 1,250 ! 41,020.6 
1 9 5 6 4,623.2 22,629.（i ! 9,071.5 [ 46.3 l ! 36,370.6 

iふ醤：g； 5,（）49. 4 2,333.3 46,389.7 1 9 5 7 I 4,027. 7 I 20,835. 7 I i 7,222. 6 : :390. 8 I ! 32,476.8 

22,500.o |139. 5| | 49, 431. 4 1 9 5 9 4,415 |Z3,376.9:  
1 9 5 8 I 4,429.3 ! 20,447.9 

1 9 6 o I 5,447.7 ! rn,114.9 31.8 I 5,16Ll j 133.3 j j :3(),488.8 
1 9 6 1 4,945 | 2(），315 30 11,896.3| 15(） ' 1  37,336.3 
1 9 6 2 I 9, 48:5 I 16, 450 I I I 33(）・ 26,265
---・--・一.._.一ーー・---・・ • • ----―--• -—•—-•一.....J. --····-·....一•一·•一-········---..●. -~.....一・·-•一・一•一•. -・ •ー・ c·--...一．．--一・
介 ,ii・, 71,317.9 I 174,410.5 i 7,954.9 : 72,571.3 6,239.:-i i 2,mm.3 ・ 334,827.2 
ー← .. ----·-··一•-- -・-. 
(ii:) (1)すぺての金額は支払い設務額。

(2) AID および前 I,C.A 下の平珈援助のみである。軍事~)渭i援助 iil• 画 (Military Defence Assistance Program) 

の援助は含まないが，以・1Jijにiti接1園り）支持(DirectForces Support)として知られた種類の援11})は含む。こ
れはクイヘは1955合計年度：（このみ’i・えられた。

(3) lliJ DLF. PL480. EX IM. Bank. EXIM Bank秤名りの MutualSecurity Lonnを含む。いずれも i/'i'汰契約渦

l~Jの日を 1,ぃ．部にしている。

(4)地域援助の 3分の 1を勝手にクイヘ隕り当てた。

(r,) 1946~48年におけるクイヘの援ll)J協i。

第 3表 アメリカから(/)｛廿状の内，沢 (1946~62)w 
--.―. •·....... • 一ー・・・ー・ ・------ ...一-・.

機 関 [1 (f•Ji 日付 (2) I金 甜i1返済IOj|iil| l 府IJ::f・半(~) ! 
:(loo万ドル）： （年） 据脱JulItl ! ．返済辿貨• -——• .． ． ．-•―・笹＿＿-· __ ; ••一•------·—··--..．．ー・-・・一・ 一・ 一●・--・---・・・・・一ーー ・ ·-··•·-・響●••-----····一ー・

E X I M I船 舶 1952 | 1.3 17 l 8カ月： 3．5 ド ル

E X I M'i七メント会社 1955 ! 1. 3 I 12 ! 27カ月 1 5.5 ル

P L 4 8 0“> ！一 般 1955 | l.0 20 4 年 3or4 ドルorヽ くーツ| 
防衛支持 1― ・般 1956 i l0.0 4(） 4 年 3or4 ドルorバーツ
防術支持一 般 1957 i 10.o | 40 | 4 年 3or4 ドルorパーツ

P L 4 8 0 0> ；一 般！ 1957 !．（）．7 20 4 4ト：. 1 3or4 ！ドルorバーツ
アジア開発甚金 i瀧気辿伯 1 1958 i 2.3(6) 30 I 4 年 3.5 ドルorバーツ

ルE X I M ！発渇機 1 1959 i l4.0 15 3 年！ 5.5
D L Fi屈 殺 1959 : o.75 I 11 I 1s 力月 •5.75 ド ル

D L F!浚渫 1959 ! 1. 75 I 15 I 1 年 i 5 ーツ

D L F，配遥設紺i. 1959.3| 20.0 20 18カ月' 5.5 バーツ
P L 4 8 0 (7J i檄伐l :9|i 1961 1 1.t) 20 2 年！ 4 ・ルorハーツ
E X I M I硲‘'じ機 1962 I 10.0 l 15 I 3 年 |5.5 ド ル
-・・. -・ ・・--・--------・ ・・・------------- .. ・--.. ・--・------・・・--------・----・・・一
(tl:） （l) 1962年6月301:lまで。．

(2)哭約が潤印されたとき。

(3)バーツ返済のとき悩い禾lJ-f序， 1•'Iり返済のとき低い利子半。

(4)このときの PL480の売り上げはクイの憫人企案に::Tfl,ij咽されたn

(!i)」也J成1i1，札Kの3分の 1。
(G)日本での PL480(/）クビリ」：げからのl1lf/'i'.:t。
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っている。

アメリカは時間をかけてクイに十分な技術援助を与・

ぇ，またその後実例的な経済援助が行なわれたので，初

期には， しばしばアメリカの使節団の手によって行なわ

れたji|•illiiの尖行が，現在ではおのおのの分野で技術を習

得し経敦をつんだタイ人の手に移行している。

3. 洒ドイツ援助

1956年10月 9f:I,西ドイツはタイ政府と経済・技術協

力に関する協定を調印した。西ドイツの援助は技術と融

衰の両者にわたる。

まず，技術援助としては， Saraburiの自立1}り拓実験股

・場とillI練センターをはじめ， Chiengmaiの帝産試験場，

Kanchanaburiの鉱物沢源調査， 北バンコック工業学校

の設立， 拡張援JJ）J，ヤンヒー俎力配屯調査等に総額 170

万ドルの技術援JJ）)を行なった。

一方，西ドイツ政府はタイ経済開発計・両に現在までお

よそ2500万ドルにのぽる長期借款供与を提供した。この

内訳はつぎのとおりである。 (1)Lom Narai-Buayaiflり鉄

道建設182キロメートル，総額1125万ド／¥,利子率4.5%,

返済期間6年据え樅きの18年。 (2)IFCTへ250万ドルの

借款供与。 (a)Nam Pong怖漑計画， 1125万ドル， 4%,

6年据え骰きの18年返済。

4． 憔銀借款

批銀はクイの外国借款の最もlR要なものである。 1962

年 6月30flまでの援JJ）」は第4表に示すとおり，鉄逍， t）Ji

湾，祖；力，洵概の各分野にわたる 7計画で総額1{0:2880 

万ドルに迷している。

5. 国連技術援ll)J

クイは国連の技術援助と ILO,FAO, WHO, UNES_ 

CO, WMO, ITU, IAEA, !CAO, 等の特別機関と

UNICEFから， 1950年7月～62年にかけて750万ドルの

技術援助と1947~62年6月にかけて380万ドルのUNICE・

F援助を受け取った（第 1表参照）。

国連の技術援助は地城開発，迎輸・通信，天然淡源開

第4表 クイに対するII.I：銀i!は (1962年 6月30日まで）

計画名［石i]盗―万i―「尿l.l-；賓：ー一―-l返済jUlilil
(100万ドル） （ん） 澤脱JりIItll （年）

・ •一 ・ ・ー・—

鉄道 1950I 3 I 3. 1s i 3年 15.5
迷切 1950I ・ 4.4 I 3.75. 3.5年 15.5
汁／i 漑 1950I 18.o I 4 I 5.5年 20.5
鉄・；uI 1955 I 12.0 I 4.625 I 3it=-I 15 
札往 r.1 ¥ 1956 I 3.4 I 4. 75 I 22カ月 ' 15 
',ii 11 l 1957 I 66.o I 5. 75 6年 25
鉄近 1961 22.0 5.75 3.5年 |20
-•一ー• _．．ー・―-・:・・・ • , ．ー・”・•・ヽ..一―· • • - -o t--• - • ·囀•... -
合計・ : ; 128.8 : l 

44 

発，俎力，工業開発と生施性，麻薬取り締まり，メコン

河開発， 1国民所得統計等にわたるきわめて前絋いもので

ある。

ILOの活動は職業教叩l•画，生産性lh)上と経営開発，協

叫 11合と手工業，社会保1派計画，労働立法調森等を含む。

FA(）は：I：地および水衰源1}暖，農村工業，林業，畜

瓶，漁業淵発等を含む。

UNESCOの計画は，教l汎iiil|itlむthilii，初等中等教脊，

児蛮教育研究所設立等すべて教育計画に集中している。

'WHOはインド痘撲滅，看護節濱滅，病院統；tl・，侃休

および幼児の保徒等に重点が骰かれた。

ICAOは奨学汽金を与えて民間航空の発達に貢献し

た。

IAEAの活動は放射性鉱物狡源の試ii1，タイJJi汗力委

以会への珈Ill,Jjlt子力研究等を含んでいる。

WMOはタイ人の気象繹Il純を行なった。

11‘Uはアジア諸国の祖女（通個舌動を調整した。

UNlCEFの援助は，保健，予防対策，栄義教脊等に

384万6700ドルを割り当てた。

6. 国辿特別基金

特別基金はクイで 6 計画，クイを含む地城iil•画で 3'il-l·

画に援助を行なった（第5表参照）。

(1) バンコック港—バンコック t巷の土壊調在を行な

うために1959年5月と1960年12月に二つのIt怜与がなされ

た。•これはパンコック泄の浅瀬を防ぐために最も効果的

な手段は何かを決定するためで， ・l962年10月に完了の予

定。

第 5表 li4述4.＇拉JIl)1屈金の援II)J (．li1位： 10001、'ル）

・-・ 
;il・ 且Jj 名 i:t.It}）IJl占金クイ側

..•• - ---• • •ー・・．．—-一••一・・”- •ー・ ．．．企．．一拙盆．阜
ハンコック迷！ 1,015.0: 350.Q 
民間航空学校， 1，339.6|l,687.8 
KI’・ヤI: ＊ i;ii ! 567.3 212.6 ~,:. ii＇ベ

こ：
」 ．棠学校： 1,081.711,954.Q
米妓・船設研究』II錬センクー 606.31 518.Q 
気象サーピス (/)l••J J: I 330.31 251.0 

• ・-. --・・・--・•一 ・・-・ ..．→・

計
I ! 4,940.2: 4,973.4 

...... ・-・・・一・ -・・・・・・・-・・・・-・・ ー・・ー．．．．．． ． •一

クイを含む地J成計西
. ..••一ー
I メコソ支 iit ;i,1l ft : l,326.7| 454.0 

メコン下流水路調：ft! 347.（） 320.0 
I 145.0 鉱物沢源および鉱棠凋 ．． 1.1: i 424.3 
I ••—•... -----------------.. ・----

;il• i 2,098.oi 919.0 
-·・• •......... -●......一●'・・--・.......' 

0.l:) (I)カンポジア， ラオス，ペトナム， クイの分

担額。 (2)ラオス， クイの分祖祁i"
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(2) Lt|iil紺i笞栓や杉t―1960年5月に5年計画としてl)tl
始された。この学校の目的はクイの民間航空の技術者を

養成することである。

(3) 生瓶性本部ーー1961年5月に今後の工業化に必要

とされる経営者と監督者の能力を麻めるために設立され

た。参加者は政府・民間の両者から来るが， 5年間に2500

人の人々を開Il純することが想定されている。

(4) 工業学校一1961年5月にトンプリに設立され，

建設と土木工学，機械と冶金工学，自動車とディーゼル

工学，池気工学等の 3カ月課程を含む。 1ii:年 100人の学

生が各学課に入学を許可される。

(5) 米殺保護研究·庸,,紬センタ—--1962年に病虫宮

による減収を防ぐ方法を研究し，技術者を投成するセン

クーが設立された。これは 5カ年計両でバンコック近郊

に木部を腔き， 3地方に支所が設立される。・

(6) 気象サービスの向上_____:これは1962年 l月に認可

された3カ年計画で，技術者と設備を欠いていたクイ気

象屈の能力を向上する目的をもっている。

(7) 地域計画一~三つの地城計両はいずれもメコン河

冊発計画に朋係している。

(11,) メコン支流調究は1959年12月に認められ，この濶

査は各国の開発の調照を目的としている。

(b) メコン河下流水路調査は1960年12月に認められ，

航路の改良が行なわれる。

(c) 鉱物汽源および鉱業調査は1961年5月に認められ

た。国内汽源に甚づいた工業の可能性を決定する。

7. コロンボ計画

タイは1950年9月にロンドンで開佃された会蹄にはオ

プザーバーを送ったにすぎなかったが， 1954年10月には

メンバーとして参加した。タイは約540万ドルの援助を受

け取っている。国別詳細は第 1表に示したとおりである。

8. SEATO 

SEATOは1954年9月8~I に 9 カ国の参加1国をもって

成立した。その第1の目的は軍事的なものであるが，1国内

の治安をはかるために経済述設の援助も行なっている。

SEATOによって5計画が実行されている。これらは，

土木工学大学院，熟純労働計両，一般医学研究il•両，気

象通報a1・両，地城社会開発al・ji!ij等である。

9. その他の技術援助

すでに述べた技術援助のほかに多くの困が双務的な援

助を行なっている。これらの援jJ)Jは大部分奨学金である。

しかし，二，三の国は技術援助も行なっている。デンマ

ークはタイと協力して酪股f;-1・両を行なっている。これは

63万ドルで5カ年計画である，これからあがる利益はデ

ンマークでのクイ人の研修に用いられる。この他，日本，

オランダ，スイス，フランス，ベルギ-,ノールウェー，

アラプ辿合，イタリー，スウェーデン，中国がそれぞれ

奨学金を与えている。

（注1) United States Senate, I-lc'arings b('fore tlIC 
Committee on Foreign Rcdation.,;;..... Foreign Assis-・ 

tance Act 1962, p. 357. 

III 霜力における外国援助

最近にいたるまでクイの発氾設{4iiはきわめて不十分で

あり，アメリカのコンサルタント会社がタイ政府へ提Ili

した報告祁には「この問題に対して以前いくつかの企て

があったが，いずれも発冠所建設にまではいたらなかっ

た。その結果，タイの 1人当たりの祖力消殺飛は他のい

ずれの文明国よりも低かった」 (t.1:2)と述べられている。

この事態を解決するためにタイ政府により多くの努力が

なされた結果． 1964年には Yanhee発屯所が発冠を開

始しうるところまでこぎつけた。しかし，この大計画は

批銀，輸銀，アメリカ，西ドイツ，オーストリア，オー

ストラリアなどからの援助がなければけっして実現はし

なかったろう。

1. 初期の調査

すでに1905年に湘概局は水力発屯の重要性を認識し，

Mehkhong河の楷在力が認められ， 1905年以来，当河川

の水位が記録されている。その後，湘漑局はタイの水浚

源調査の責任を負った。 J.E.Hagrvpコンサルクント会

社は1932年に報告裕を提出したが，その報告には13カ所

が上げられている。 1939年には Mehkhong河の計画に

入札が行なわれ， Christianiancl Nielsen（タイ）会社

とSiemensSchuckert (ドイツ）会社が濶査を行なった

が，第2次大戦が勃発すると水力発俎所建設の調査は日

木の会社の手に渡った。

1948年，クイ工業省はタイの水力発屯所の設計をアメ

リカの EhascoService Inc.と契約した。そして Kang

Riengに第 1期2万キロワットの発俎所述設を提案する

報告が出された(il:3)。これは，第2期， 3期の工事によ

ってさらに 4万キロワットが追加されることになってい

た。

この IくangRicng開発計両は132キロボルトの送俎を

含めて2566万5000ドルと推定された。この報告は11上銀ヘ

提Illされたが，調査不{ijiiにより借款を得ることができな

かった。一方，クイ政府もこの計画が1963年には34万キ

4う
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＼コワットと推定される国内逍力衛要を・;iiたすことができ

ず，また多目的ダムでもないという理ruから実行しない
ことを決定した。

2. Yan hee al•両

洵漑），：，｝はかねてから巾央平野の北部に多日（内ダムを述

設したいと考えていたが， 1951年12月に30名からなる調

強団を結成し；調査させた。調査団はバンコック北束260

マイルの MaePing河の Yanhceにダムを述設するこ

とを勧告した(il:4)。この‘:rtえ祁きは湘漑局によって研究
され， Yanheeダムを含む多目的計画が立案されて1953

年3月に股務次官に提出された。この計画は最低16万キ

ロワットのll1カを持ち， 230キロボルトのバンコックへ

の送電と 69キロポルトの 29地方への送俎を計画してお

リ，完成まで6~7年を要し， 6低0900万パーツの自国

通費と4050万ドルの外負を必要とした。この計画は承認

され，クイ政府は1952,53年には洵漑｝功に1250万バーツ

および 350 万パーツ•の特別予節を割り当てて，ただちに

追路述設やダム述波準伽を開始した。こうして，つぎの

問題はその当時政府予邸のほとんど 3分の 1に近い必要

毀金をいかにして捻出するかということになった。

3. 批銀との交渉

1952年3月，批銀との非公式な交渉が始められた。 1位

銀はこの計画に好意的であったが，＇俎力 1}り発の業務が．lti.

ー機関に任されるべきだとの見解を明らかにした。この

タイ政府に対する示唆は実際には条件であった。したが

ってタイ政府は 53年1月6日に国家エネルギー公社法

(National Energy Authority Act)を作り，この機閲を

総理府に直屈させて祖力開発の計画，統制，実行をまか

せた。タイ政府は1953年に世銀へ報告害を提出した。そ

の後，世銀代表の瑛請でさらにアメリカの開拓局による

濶究が行なわれ，クイ政府に報告i村が提出された。現在

の計画の大部分はこれに基づいている。この報告に姑づ

いて，世銀の技術調査団はこの計画の災金調迷の可能性

を調査し， 1957年8月131:1，批銀理事会に好意的な報告

；！ドを提出した。そして， 1957年9月12日にヤンヒー俎カ

公社と11t銀の間で6600万ドルの借款契約が結ばれた。

Yan hee ・;1噴は1964年まで発池を開始することは期待

できなかった。一方，バンコックおよび地方の屯力甜要

は1屈年 15%および10％の率でそれぞれ附加していた。

1960年のバンコックの俎力供給容：hしは9万キロワットで

消叱窃要を沿けたすことができなかった。そこで7万5000

キロワットの火力発俎所をとりあえず述股することが決

定された。

46 

4. 評・（1I！i

Yan hee計画に関するタイ政府の世銀との交渉は電力

政策全体にわたる方向を与えた。国家エネルギー会社，

ヤンヒー池力公社，首都屯力公社．，地方祖力公社がこの

{i慮から生まれた。これらの機関は決定， ’iiIt報権限を
中央化し，派沌の中に秩序を打ち立てた。ヤンヒー計面

の第1期工事が完成すると，タイは現在の冠力僻婆を滴

たすことができる。さらに， 1975年までに全計画が完了

し57万キロワットの供給が可能になると術要を上回る。

この計画の総代用は巨大だったが， もしも，計画が実行

されなければ，タイは進歩することができなかったろう。

統計毀料の不付iiや．スタッフ不足，行政指群の欠机lなど

のために，借款成立が遅れた。批銀とタイが甲くからこ

の問囮に共同して取り組む方法があったのではないだろ

うか。泄銀は水力発厖に対してのみ融究して，火力発冠

や送逍，配泣には融夜を行なわなかった。伯嗽契約には

クイ政府がそれらの目的のために準備をするという了解

があったが，世銀との交渉は進められていなかった。す

でにアメリカから借款を取リ付ける暗黙の了解があった

のかもしれないが，最初に総合計両を立案するほうが望

ましいと思われる。

5. 火力発祖

その他の主要計画—一一暫定的な火力発祖所を作るとい

う考えは1952年の臨時国家冠力委貝会によって打ち出さ

れた。この委員会はバンコックおよび地方の祖力術要を

瀾査して，比較的短期間に設屈できる小型のディーゼル

発祖機を購入することを決定した。 1959年にアメリカは

Lumpini発池所に 10台のディーゼル発俎機を供与した。

その後，アメリカの援助によって行なわれたパンコック

の俎力術要潤壺により術要の増大が見込まれ， 1959年4

月に北バンコック発俎所建設のために1400万ドルの借款

が輸銀から行なわれた。このうち第1期7万5000キロワ

ットが1961年に発冠を開始した。 1962年2月には第2発

湖所に1000万ドル借款が行なわれ， 目下建設巾である。

6, その他の計両

クイ政府とアメリカは北部の発俎所述設に関心を持

ち， 1952年の濶究で MaeMohにリグナイトを燃将源と

する 1万キロワットの発屯所を述設することが決定した

が，その後アメリカが手を引き，計画は一時中止された。

しかし，ヤンヒ一発屯所述設のために俎力が必要とされ，

Mae Moh JI•両は再開され， 1万2500キロワットの発龍
所と La.!!lpang,Yanheeさらに LampangからChiengmni

を結ぶ69キロボルトの送俎設Wiが I.C. A の346万ドル
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のllt状により舒エされた。

もう一つのリグナイト発俎所はWi部の Krabi計画であ
る。この地方の俎力術要は逼迫しており； Krahiのリクヤ

ナイトが牙f目された。1959年にオーストリアの¥Vaagner-

Biro and Elin会仕が 1250万ドルで4万キロワットの発

常所述設の引き受けを表明し， 1961年8)]に7.5年，利

子率6％の延べ払い条件による哭約が成立した。

7. 陀俎：

タイ政府は Yanhee'JI•両の世銀との拠約でバンコッ

ク地区の配俎組織の近代化と35県への送領をすることを

認めた。 RogersEngineering会社がアメリカの援助のも

とでこの調査を行ない， 58年1月に報告術を提！t1した。

1959年3月に首都氾力公社と DLFの間で2000万ドルの

｛廿款契約が成立した。

8. 結論

泄銀，アメリカ，オーストリア，西ドイツ，オースト

ラリアの諸国がタイの1迂力開発に参加し，近年ほぽ1低

3000万ドルの援助がこの部門に1j翡与された。その結果，

クイは 1 人当たり祖力ilf’lし•[Kの最低の国からきわめて満

足な紺；力供給可能の国へと変化した。閾究や行政改革，

技術援助，研修計画等すべてがこのことにそれぞれ重要

な役割を果たした。

（注2) Ebasco Service Inc., Proj,osed F:lectric 

System for Thailand, New York, September 1949. 

（注3) Ebasco Service Inc:., of,, ヽ•it.

（注4) Royal Irrigotion Department, Jv/emoran・

(I‘‘99IのIPrclimiIIaI3, IlI?)£'stigatioII aII(l S仰 II99093’

nf the Yan h<'e Pmject RcJ,nrt, Bangkok, 1!)53. 

I¥「結 論

安定した経済と政治と返済能力がタイを国際開発金

藤特に•Ilt銀からの最も初期の受入岡の一つにしている。

1950年に1せ銀は三つの偕欲供与をしており， 1950年から

54年にかけて枇銀が最大の援助供与者であった。アメリ

力と国述の特別機関も50年代の初期に技術援助を開始し

た。クイは54年にはコロンボ・プランに加入し，また同

年アメリカとの軍事援助協定を締結した。 1954年の北ベ

トナムのJI;pi'瑣化により， クイに対するアメリカ援lリ）は年

即00()万ドル以下から1955年の4000万ドル以上という致

が示すように怠附した。アメリカ援lリJは55年の4940万ド

ルをヒ°ークとして，その後62年に2630万ドル以上の水湘

を維持している。 1959年に国辿特別：）よ金が話動を開始す

ると，クイは初期の援助受入国となった，西ドイツは援

D力の分野では比較的遅れたが，アメリカ，1U：銀についで第

3位に進出したし，その他多くの扱JJ力が行なわれておリ，

ソビエトとの会談も行なわれたが，共産I岱lからの援助は

まだ行なわれていない。

この10年間に外岡援助に刺激されて，バンコックの外

観は急激に変化しており， l災村地幣も新道路によりl}fiけ

て，マラヤを除くすべての近憐諸国に比べれば，比較的

繁栄しているが，いまだ開発上の諸問題が残っている。

これは東北地方で特に顕著であるが，一般的にみても 1

人当たり年間所得がわずか 100ドルという低い生活水準

であり，成長率を邸める必要がある。

1. 外国援助のパクーン

クイの受け入れた外国援IJ）)は一つの包括的なパクーン
に従っていない。ほとんどお互いに関係のない稲々のク

イプの援助からなっている。援助の大部分は東南アジア

の政治的・戦略的梢況に応じてなされており，まった＜

孤立した特別の社会毀本投狡からなるも(/)もある。また

特別の地城でまった＜濶照されない多くの技術援JJJ)が行

なわれている。

泄銀や国迪関係の援助は経済,m発の日栖を：J,し木的な考
えとして持っているが，アメリカ援助の動機はきわめて

複雑である。 54年まではきわめて少額であるが，北ベト

ナムが共産圏に加わったその年の 7月以後，アメリカの

経済援助は急激に増加している。アメリカはタイと軍事

援助を結んでおり，クイはij鴎'6(Iりに諏要な位憐を占めて

いる。こうした事実はアメリカが純枠に経済開発の立場

から援助に接近することを明らかに制限している。

巌近，オーストラリア，西ドイツ， 1:1本の各諸国がク

イに対する関心を深めている。オーストラリアと日本は

タイに援助を・'i•える貿易，経済．政治上の動機を有して

いる。日本はアジアにおける戦前の指恐権を回復し，エ

業祈動の拡大するために市場を求めようとしている。オ

ーストラリアは EECの発足によるヨーロッパ市場の減

少に直而してタイヘの援助を削1Jllしている。西ドイツは

経済を拡大し DACのメンバーとして外国援助を刑加し

ようとしている。このような扱助に対していろいろな動

機があリ， また1}り発計画の立案に対するI1剌内の努力と同

際的な調照の努力が欠けたことを考えれば，クイにおけ

る外困援ll力が．Iltーの包括的なパクーンを取らなかったこ

とも不恩諮ではない。これは，ある程l父l！杓打者を競合さ

せ，衰源の最適利用を妨げる結果となった。おもなl許'1・

国の側では，このような事態に対する認識が泊jまってい

る。

2. 援助の湖整
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援助供与国のlll]で公式の調幣はほとんどなかったが，

特別の供与国の間で協力があり，それを広げていこうと

いう努力が進められている。たとえば， 1せ銀が Yanhee

俎力公社に借款を供与した際にこれが見られる。このと

きの配屯組織と暫定的な火力発冠所の述設が条件となっ

ていたが，それに対して非公式ではあるがアメリカの援

助が約束されていたようである。国辿関係機関の援助は

もっと密接である。これらは情報交換や各国の中し込み

や人物究定でお互いに協力している。 OECDのDACも

タイヘの援助問姪を検討するために62年5月以来会合を

続けている。このような贈与•国測の準佃に対しクイでは

複雑な感じをいだいている。これによって援助が増加す

ることが望ましいが， ll炉与固間にある競争が減ることに

よって要求者としてのクイの立場が菊まる心配もあるか

らである。

3. 扱助の条件

タイヘ与えられた援助の条件は，クイの将来に不当な

重荷はかけていない。援助の大部分（少なくともアメリ

力援助）は返済を必要としない賠与であった。借款につ

いても長期のソフトローンが多かった。世銀借款は返済

が15年ないし20年，利子率も3.75から5.75％で22カ月か

ら6年にわたる据え骰き期間を認めている。返済はすべ

て貸付通貨により行なわれる。アメリカの借款は11年か

ら40年の返済期間で．，利子率は3から5.75％である。 8

カ月ないし4年の据え骰き期問が認められている。返済

はドル，バーツのいずれでもよかったが， AIDに改組さ

れてドル返済を要求する政策に変わった。また， 59年末

以来の援助はアメリカでの物資調達を義務づけている。

西ドイツ借款は6年の据え骰きで18年以上の期間で返済

されることが予定されている。利子率4~4.5％である。

問達については拘束は受けていないといわれている。

したがって，将来タイは不利な延べ払い条件よりも，

これらの制度的な援助を求めるほうが明らかに有利であ

る。アメリカの対外援助の変更によってアメリカから受

ける贈与は借款に骰き換えられるだろうが，この際偕款

の返済条件はクイの返済能力を十分に考l俎して決められ

そうである。このことは祉銀の偕款についてもあてはま

るだろう。泄銀はその国の返済見込みが危くなるほど蒟

い貸付を行なっている場合に利用できる国際開発協会の

ソ、フトローンを持っている。クイが比較的恵まれた金外

貨準備を持ち，外国援助を必要としないのではないかと

いう意見があっても，クイはこのソフトローンを受ける

沢格がありそうである。それは一つには，この外貨準紺i
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が過去l附与の形で急激に流入した外国援jj）Jによって増加

したからであり，また一つには，外貨準備の水準が不十

分な成長率をそのまま反映しているからである。この外

貨準伽が開発速庶を増せば，直接Iii]接に必要な外1迂に足

りないことは明らかである。

アメリカの “j陪与に重点を骰かないという政策＂は返

済とは別の而で援助条件をむずかしくした。贈与はタイ

の分担をほとんど含んでいない。しかし，．偕款の場合に

は受入国に現地通貨の準備が強く要請される。これは世

銀の場合もたいてい，そうである。国辿特別基金は受入

国のすべての1'l'用を要求するし，国辿の特別機関も現地

通貨を期待している。しかし，援助供与国は開発投資が

外貨哀金に直接関接の圧力を持つことと，生産水準の低

い国ではインフレーション無しに投資を行なう能力には

限度があることに留意すべきである。 n·l•両に直接必要な

だけの外貨を供給をすることは明らかに不十分である。

紐全な管理に関する伯嗽条件は泄銀の場合は特に成功

じた。枇銀とタイ政府間の協定は世銀の仙全な管理と投

汽の保護に対する関心を示している。借款の最も経済的

な有効な利用を確保するために， 1止銀は国際入札を要求

している。枇銀はそれを監抒して満足のいかない楊合に

は狡金の使用を許さない。世銀はまた，計画実行を監根

するコンサルタントを認める権利を有している。世銀は

また借入機関の財務まで条件をつけて，投賓を保護して

かる。アメリカの援助には内部の管理機楠にまで特別の

関心を払う条件は付されていない。このような条件は，

投疫の保護だけでなく，受入国の行政を改革するという

望ましい効果を持っている。行政改革は政治的理由から

して非常に困難なものであるが，無関係な貸付機開によ

って行なわれれば国内では不可能な変革をもたらすこと

ができる。

（動1句分析室秤I:I耕一）




